
終
戦
68
年
目
の
夏
、
日
本

列
島
で
は
蝉
時
雨
の
な
か

夏
祭
り
が
盛
り
で
す
が
、

異
常
な
気
候
変
動
で
猛
暑

と
集
中
豪
雨
の
災
害
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
▼
参
院
選
で
の

日
本
共
産
党
の
躍
進
が
報
じ
ら
れ

た
日
、
宮
崎
監
督
の
「
風
立
ち
ぬ
」

を
観
ま
し
た
。
「
も
の
の
け
姫
」

な
ど
従
来
の
幻
想
的
作
風
と
異
な

り
、
関
東
大
震
災
か
ら
15
年
戦
争

に
突
入
し
た
大
正
・
昭
和
の
時
代

に
生
き
た
私
た
ち
の
親
た
ち
が
主

人
公
で
す
▼
「
空
を
飛
び
た
い
」

人
類
の
夢
を
実
現
し
た
科
学
の
結

晶
の
飛
行
機
を
、
人
間
を
殺
傷
す

る
武
器
に
変
え
た
の
は
な
に
か
が

問
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
の

人
類
と
共
存
で
き
な
い
最
凶
の
核

兵
器
へ
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
▼

唯
一
の
被
爆
国
日
本
の
安
倍
政
権

は
、
新
た
な
安
全
神
話
を
唱
え
、

核
兵
器
の
原
料
を
産
出
す
る
原
発

再
稼
働
と
外
国
へ
の
輸
出
に
精
を

出
し
て
い
ま
す
。
人
命
無
視
の

「
利
益
第
一
主
義
」
の
典
型
で
す
。

さ
ら
に
、
３
年
間
国
政
選
挙
の
予

定
が
な
い
の
を
よ
い
こ
と
に
、
戦

争
す
る
国
づ
く
り
の
た
め
に
壊
憲

へ
の
布
石
を
着
々
と
打
っ
て
き
て

い
ま
す
▼
円
安
、
株
高
や
大
型
公

共
事
業
へ
の
バ
ラ
マ
キ
で
大
企
業

が
肥
え
太
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」

に
よ
る
偽
り
の
景
気
回
復
と
、
１

０
０
０
兆
円
を
超
え
た
国
の
借
金

を
口
実
に
、
消
費
税
増
税
・
社
会

保
障
削
減
を
強
行
す
る
構
え
で
す
。

躍
進
し
た
日
本
共
産
党
国
会
議
員

団
に
は
、
国
民
と
と
も
に
安
倍
政

権
の
暴
政
か
ら
命
と
暮
ら
し
を
守

る
防
波
堤
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

江東区の職場・地域、議会などくらし・
平和を守る運動をご紹介します。
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毎
年
終
戦
記
念
日
の
８
月
15
日
、

旧
中
川
・
ふ
れ
あ
い
橋
の
た
も
と

で
江
東
区
・
江
戸
川
両
区
の
主
催

で
、
東
京
大
空
襲
被
災
者
の
追
悼

「
灯
篭
流
し
」
が
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

東
京
大
空
襲
に
よ
り
旧
中
川
の

周
辺
地
域
で
は
、
小
松
川
・
平
井

地
域
で
約
４
万
人
、
旧
中
川
で
２

８
０
０
人
が
亡
く
な
る
大
惨
事
で

し
た
。

旧
中
川
を
は
さ
み
両
岸
で
は
、

亀
戸
９
丁
目
町
会
な
ど
各
々
の
地

域
の
み
な
さ
ん
が
い
っ
せ
い
に
灯

篭
を
流
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
な
ど
家
族
連
れ
多

く
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
大
会
に
は
、
東
京
土

建
江
東
支
部
か
ら
４
名
、
日
本

機
関
紙
印
刷
所
労
働
組
合
３
名
、

江
東
区
職
員
労
働
組
合
３
名
、

江
東
民
主
商
工
会
、
新
日
本
婦

人
の
会
江
東
支
部
、
石
播
東
京

差
別
を
な
く
す
会
か
ら
各
１
名
、

日
本
共
産
党
か
ら
２
名
、
合
計

15
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
１
３
世
界
大
会
成
功
へ

の
意
義
に
つ
い
て
、
石
村
和
宏

東
京
原
水
協
事
務
局
長
は
、

「
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
本
政

府
を
被
爆
国
に
ふ
さ
わ
し
く
核

兵
器
廃
絶
の
立
場
に
立
た
せ
る

運
動
が
で
き
る
か
ど
う
か
」

「
核
兵
器
廃
絶
を
掲
げ
る
日
本

共
産
党
が
参
議
院
で
議
案
提
案

権
を
持
ち
、
こ
の
力
を
発
揮
し

て
『
核
兵
器
全
面
禁
止
条
約
に

参
加
を
促
進
す
る
』
提
案
な
ど

可
能
に
な
っ
た
」
な
ど
報
告
し

ま
し
た
。

江
東
区
議
会
第
2
回
定
例
会

は
、
都
議
選
と
参
議
院
選
挙
を

は
さ
ん
で
、
6
月
11
日
か
ら
7

月
12
日
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し

た
。区

議
団
は
本
会
議
質
問
で
、

選
挙
戦
の
争
点
と
な
っ
た
「
暮

ら
し
を
守
る
経
済
政
策
」
の
提

案
や
憲
法
、
原
発
問
題
な
ど
で

区
の
見
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、

認
可
保
育
園
の
増
設
、
防
災
対

策
、
高
齢
者
の
住
宅
問
題
な
ど

切
実
な
区
民
要
求
に
つ
い
て
、

区
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
求

め
ま
し
た
。

区
の
政
治
姿
勢
で
、
こ
の
間

と
り
わ
け
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
が
、
国
保
料
や
税
金
の
滞
納

処
分
で
の
強
制
的
な
「
差
し
押

さ
え
」
で
す
。
本
会
議
で
は
正

保
幹
雄
議
員
が
こ
の
問
題
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。

高
齢
で
一
人
暮
ら
し
、
年
金

月
３
万
５
千
円
で
暮
ら
す
女
性

は
、
仕
事
が
な
く
な
り
区
民
税

を
滞
納
、
国
税
還
付
金
の
全
額

を
差
し
押
さ
え
ら
れ
、
預
貯
金

も
な
く
、
生
活
困
窮
に
追
い
込

ま
れ
ま
し
た
。

請
負
で
ト
ラ
ッ
ク
の
輸
送
の

仕
事
を
し
て
い
る
運
転
手
さ
ん

は
売
掛
金
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
、

手
元
に
残
っ
た
お
金
は
８
千
円
。

「
生
活
も
仕
事
も
続
け
ら
れ
な

い
」
と
訴
え
て
も
「
自
分
で
考

え
て
く
だ
さ
い
」
と
は
ね
つ
け

ら
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
「
差
し
押
え
」
で

脅
し
を
か
け
な
が
ら
「
借
金
を

し
て
も
払
わ
な
い
と
」
と
追
い

詰
め
る
よ
う
な
取
立
て
の
相
談

が
続
い
て
い
ま
す
。

正
保
議
員
は
こ
う
し
た
具
体

例
を
示
し
、
「
生
存
権
を
脅
か

す
よ
う
な
強
制
徴
収
は
し
て
は

な
ら
な
い
」
と
し
て
、
国
会
議

論
で
も
「
生
活
を
著
し
く
急
迫

さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
、

執
行
（
徴
収
）
を
停
止
で
き
る
」

と
大
臣
が
発
言
し
て
い
る
こ
と
。

国
税
庁
通
達
で
は
「
徴
収
の

猶
予
」
に
つ
い
て
具
体
的
に
納

税
緩
和
の
措
置
を
示
し
て
お
り
、

「
滞
納
処
分
の
執
行
停
止
」
に

つ
い
て
基
準
を
つ
く
っ
て
い
る

自
治
体
も
あ
る
こ
と
を
示
し
て
、

強
制
徴
収
に
対
す
る
区
の
姿
勢

の
転
換
を
求
め
ま
し
た
。

区
の
強
制
的
な
取
立
て
の
背

景
に
は
、
く
ら
し
や
営
業
が
ま

す
ま
す
大
変
に
な
っ
て
い
る
区

民
生
活
を
省
み
ず
、
保
険
料
値

上
げ
や
医
療
・
介
護
な
ど
社
会

保
障
を
後
退
さ
せ
て
「
自
己
責

任
」
を
押
し
付
け
る
自
民
党
政

治
が
あ
り
ま
す
。

住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、

無
法
な
強
制
取
立
て
を
許
さ
な

い
取
り
組
み
を
す
す
め
る
と
同

時
に
、
都
議
選
、
参
議
院
選
で

大
き
く
し
て
い
た
だ
い
た
共
産

党
と
国
民
の
共
同
で
、
国
民
の

暮
ら
し
最
優
先
の
政
治
へ
の
転

換
を
目
指
す
決
意
で
す
。

生
存
権
を
脅
か
す
税
の
強
制
徴
収
や
め
よ

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
（
長
崎
）

江
東
区
か
ら
代
表
団
15
名
が
参
加

「
差
し
押
さ
え
」
で

生
活
が
困
窮

江東区代表団の結団式

暮
ら
し
守
る
区
政
に

長崎大会に参加されたみなさん

江東・亀戸のふれあい橋で灯篭流し

２
０
１
３
年
８
月

こ
う
と
う
民
報
編
集
委
員
会

８月は、区内各地で様々な追悼行事が取り組まれ、15
日には東京大空襲被災者追悼の灯篭流しがおこなわれ
ました。

東
京
大
空
襲
被
災
者
追
悼

灯
篭
流
し

広
島
・
長
崎
で
開
か
れ
る
原
水
爆
世
界
大
会
に
さ
き
が
け
て
８

月
２
日
、
原
水
爆
禁
止
２
０
１
３
年
世
界
大
会
参
加
の
江
東
代
表

の
結
団
式
、
８
日
に
は
長
崎
へ
出
発
し
ま
し
た
。



中
村
美
智
子
会
長
は
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
で
、
「
い
ま
憲
法
改
定
な
ど
、

平
和
が
ひ
じ
ょ
う
に
お
び
や
か
さ

れ
る
状
況
が
つ
く
ら
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
新
婦
人
・
江
東
支
部
で
は
、

こ
の
数
年
間
、
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
に
代
表
団
を
派
遣
で
き
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
年
は
代
表
を
送
り
、

戦
争
の
な
い
平
和
な
世
界
を
め
ざ

す
力
に
し
た
い
。

今
日
は
バ
ザ
ー
や
催
し
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
楽
し

ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

会
場
で
は
、
平
和
書
道
や
絵
手

紙
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
展
示
。
布

ぞ
う
り
や
ち
ぎ
り
絵
の
体
験
コ
ー

ナ
ー
。
み
ん
な
で
健
康
食
を
食
べ

て
、
交
流
を
深
め
た
お
し
ゃ
べ
り

カ
フ
ェ
。
腹
話
術
や
母
親
大
会
50

年
の
あ
ゆ
み
の
ビ
デ
オ
上
映
な
ど

の
催
し
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
も
、

「
核
兵
器
な
く
そ
う
！
平
和
憲
法

を
子
ど
も
た
ち
に
手
渡
そ
う
！
」

と
決
意
を
固
め
あ
っ
た
１
日
と
な

り
ま
し
た
。

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

放
課
後
活
動
を
記
録
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
、
舞
台
は
冬

木
に
あ
る
「
こ
ぴ
あ
ク
ラ
ブ
」
。

ク
ラ
ブ
は
「
ど
の
子
に
も
生
き
生

き
と
楽
し
い
放
課
後
を
、
発
達
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
保
育
を
保
障
し

て
い
く
場
を
つ
く
ろ
う
」
と
母
親

た
ち
が
中
心
に
な
っ
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

映
画
監
督
は
枝
川
に
住
む
宮
崎

信
恵
さ
ん
。
映
画
は
子
ど
も
た
ち

と
職
員
の
係
わ
り
あ
い
の
実
践
を

約
３
年
に
わ
た
っ
て
取
材
し
、
放

課
後
活
動
の
重
要
性
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
の
心
身
の

発
達
に
欠
か
せ
な
い
「
自
発
性
」

の
芽
生
え
、
「
自
尊
感
情
の
大

切
さ
」
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い

ま
す
。

近
隣
の
公
園
、
プ
ー
ル
、
奥
多

摩
の
川
キ
ャ
ン
プ
、
料
理
づ
く
り
、

ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
各
場
面
で
子

ど
も
た
ち
の
「
葛
藤
」
と
と
も
に

輝
く
笑
顔
が
印
象
的
で
す
。

宮
崎
監
督
は
「
多
く
の
団
体
・

個
人
の
理
解
と
協
力
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
３
回
と
も
満
席
な
ん
て
な

い
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
、
放
課
後
活
動
が
一
層
充
実
、

発
展
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

こ う と う 民 報 ２０１３年 ８月号 №１０６ －２

概説「浮世絵と江東」

歌

川

広

重

「

亀

戸
天

神

境

内

」

江戸時代の江東区は多くの浮世絵に描か

れ、歌川（安藤）広重と葛飾北斎の絵が有

名です。

歌川広重は、1797（寛政９）年、八重洲

河岸の火消組同心安藤徳右衛門の子として

生まれ、15歳で歌川豊広の門人となって、

歌川広重の名を許されました。1832（天保

3）年、京都に上ったときのスケッチをも

とにした「東海道五十三次」が代表作です

が1856（安政３）年、60歳のころ写生の新

しい境地を開き、「名所江戸百景」でゴッ

ホも模写した「大橋あたけの夕立」をはじ

め多くの名作を描き、「東都名所」「江都

名所」でも江東の姿を描いています。

葛飾北斎は、1760（宝暦10）年、本所割

下水（墨田区）で生まれ、葛飾と称して狩

野派、土佐派、琳派などを学び、司馬江漢

の洋風画と銅版画をとりいれ独特な画風を

創造しました。1836（天保7）年ごろには、

万年橋あたりに住んでいます。「富嶽三十

六景」では「本所立(竪)川」「深川万年橋

下」「五百羅漢さざゐ堂」など、洋風版画

では「高橋の富士」を大胆な構図で描いて

います。フランスの印象派に大きな影響を

与えました。

歌川国貞（豊国）は、1786（天明6）年

生まれで、本所五つ目（五の橋）に住み

「五渡亭国貞」の名で活躍。初代豊国を継

いで亀戸天神前に住むと「亀戸豊国」とも

よばれました。役者絵の背景に深川の風景

を描き、「江戸自慢」で「両国夕涼」「洲

崎二十六夜」「五百羅漢施餓鬼」などをと

りあげています。亀戸三丁目の光明寺に墓

があり、「五渡亭」の文字が刻まれていま

す。

豊国の役者、広重の景色とならび歌川国

芳の武者は三羽烏(がらす)とよばれ、国芳

も「洲崎初日出の図」などを描いています。

明治、大正には小林清親が西洋画法の構

図と光線を用いた浮世絵を描き、「五本松

雨月」や「深川ふゆき弁天」などが有名で

す。

☆
行
事
予
定
☆

〇
９
月
８
日
（
日
）
13
時
〜

『
亀
戸
事
件
90
周
年
追
悼
会
』

赤
門
浄
心
寺
・
亀
戸
事
件
追
悼

会
実
行
委
員
会

〇
９
月
８
日
（
日
）
９
時
半
〜

『
憲
法
９
条
を
守
る
団
地
署
名

パ
ー
ト
６
』

〇
９
月
９
日
（
月
）
７
時
半
〜

『
第
１
０
０
回
憲
法
守
れ
・
９

の
日
宣
伝
行
動
』
（
区
内
７
駅
）

〇
９
月
10
日
（
火
）
19
時
〜

『
９
の
日
宣
伝
行
動
１
０
０
回

記
念
大
学
習
会
』

総
合
区
民

セ
ン
タ
ー
・
レ
ク
ホ
ー
ル

〇
９
月
21
日
（
土
）
16
時
〜

『
地
域
労
組
こ
う
と
う
第
５
回

定
期
大
会
』

東
京
土
建
江
東

支
部
会
館

監督の宮崎信恵さん

８
月
５
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

３
回
に
わ
た
っ
て
上
映
さ
れ
、
定

員
５
０
０
席
が
３
回
と
も
満
席
に

な
る
ほ
ど
の
人
た
ち
が
鑑
賞
し
ま

し
た
。

挨

拶

を

す

る

中

村
美

智

子

会

長（2４）

７
月

28
日
、
新
日
本
婦
人
の
会
・
江
東
支
部
は
「
☆
原
水
爆
禁
止

世
界
大
会
・
母
親
大
会
応
援
☆
平
和
フ
ェ
ス
タ
」
を
小
松
橋
区
民
館

で
行
い
ま
し
た
。




